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　本講義は、公益財団法人東京オリンピックパラリンピック競技大会組織委員会と

の大学連携協定締結（横須賀学長と森喜朗会長 2014年6月締結）に基づき行われる

ものである。また、カレッジスポーツセンター共催として幅広く学生や市民のため

に授業を公開していくことになった。昨年27年度は「地域発オリンピックパラリン

ピックレガシーつくり」というテーマで15週を構成した授業の継続版である。今年

のメインテーマは、オリンピックムーブメント。単なるオリンピックを学ぶ講義型の

授業でなく、学生らが2020年に主体的に行動できるようにするた

め、一人一人がどのように東京五輪に参加できるかの思考を広げる

事を目的とする。本講義を通してのオリンピズム啓蒙が、十文字学

園女子大学卒業後に教員や栄養士、幼稚園教諭などに進む将来の先生の卵たちを通

して、次世代の子供たちに受け伝えていかれることを目指す。教室からフィールド

へ。さらに、学生から学生へのリレーへと地域発のムーブメントを広げ ていく。

● 講義日程

● 講師プロフィール

染谷 栄一 氏
（株）アサツーディ・ケイE&Sチーフディ
レクター。企業・メディア・省庁などを
クライアントに戦略開発から具体展
開までの領域をつなぐコミュニケー
ションディレクター。スポーツ領域で
は北海道日本ハムファイターズのマ
ネージメントアドバイザーとして参
画、企業理念・行動指針制定に携わる。

オリンピック ムーブメント

地域スポーツクラブが市民の誇りとなるための取り組み

メンタルトレーニング―やる気を高める目標設定―

スポーツを通しての心の教育

講師： 小林 住彦 氏 （公益財団法人 東京オリンピック・パラリンピック競技大会
組織委員会 企画制作部長 兼 アクション＆レガシー担当部長）

2020年のオリンピック・パラリンピックをきっかけに、日本をもっと素敵な気にするため
に、今、一人ひとりにどんなアクションができるのか、皆さんと考えてゆきたいと思います。

2020年に向けた、アクションとレガシー

2020年以降のスポーツを考える

東京2020招致活動から始まったオリンピックムーブメントづくり

競技サーフィンの魅力、選手であるという選択

私のスケート人生 ―オリンピック出場3大会―

スポーツ弱者を、世界からなくす。

授業担当者

大村 奈央 氏
11歳の時に家族旅行で行った
ハワイで初めてサーフィンを体
験。13歳で日本代表に選ばれ
10年連続日本代表として世界
大会に出場。現在は世界最高
峰のツアーを目指し世界大会
中心に遠征や撮影をしながら
国内外を回っている。

東 俊介 氏
元ハンドボール日本代表主将。日
本代表としてアテネ五輪アジア
予選、アジア選手権など数々の国
際試合に出場。引退後、早稲田大
学大学院にてスポーツマネジメ
ントを学ぶ。ハンドボールをビ
ジネスとすべく、日本リーグ機構
の運営に関わり、現在は独立。

大儀見 浩介 氏
メンタルトレーニングコーチ。
㈱メンタリスタ代表取締役。東
海大一中時代にサッカー全国優
勝を経験。東海大学体育学部に
て応用スポーツ心理学を学び、
教育メンタルトレーニング、受
験対策、ビジネスメンタルなど、
様々な分野で指導している。

中村 恭平 氏
高校時に参加した第1回府中
市フットサル大会がきっかけ
でフットサルの魅力にとりつ
かれ、『府中アスレティック
FC』の初代監督に就任。2007
年、フットサル女子日本代表
監督に就任。現在は、府中アス
レティックFCのGM。

須田 健治 氏
新座市生まれ。1969年3月、
立教大学経済学部卒業。デ
パート勤務などを経て、新座
市議に当選。3期目途中で、
市長選に出馬し、当選。現在
6期目。埼玉県市長会会長、全
国市長会副会長を歴任。

タケ 小山 氏
中央大学経済学部卒業。早稲
田大学大学院スポーツ科学
研究科トップスポーツマネ
ジメント修了。現在ゴルフ解
説者・プロゴルファー。ＴＢＳ
サンデーモーニング屋根裏
の解説者。

谷口 誠 氏
1978年生まれ。早稲田大学大
学院スポーツ科学研究科修
了。現在日本経済新聞社 記
者。同社では主にラグビー、
サッカー、野球などのスポー
ツを担当してきた。2014年
サッカーＷ杯と15年ラグビー
Ｗ杯を現地で取材した。

矢野 デイビッド 氏
ガーナ自立支援団体Enije代
表。歌手、タレントとしても
活躍している。

勅使川原 郁恵 氏
元ショートトラックスピード
スケート選手。冬季オリンピッ
クは、長野、ソルトレイク、トリ
ノの3大会連続出場。引退後、番
組を通じてウォーキングで認
知を広め、多数のイベントに出
演する他、ヘルスケアスペシャ
リストとして幅広く活動中。

岸 卓巨 氏
Sport for Tomorrowコンソー
シアム事務局プロジェクトマ
ネージャー。

鷲見 全弘 氏
慶應義塾大学経済学部卒業、
早稲田大学大学院スポーツ科
学研究科修了。会社役員。慶應
義塾大学体育研究所および総
合政策学部非常勤講師。2012
年ロンドン五輪コーチ。公益
財団法人日本水泳連盟常務理
事 総務委員長。

－世界ゆるスポーツ　
　協会の取り組み－

講師： 染谷 栄一 氏（（株）アサツーディ・ケイ AMC チーフディレクター）

オリンピック憲章、オリンピズム、オリピックムーブメント、オリンピックゲームを整理、
俯瞰します。

講師： 矢野 デイビッド 氏（ガーナ自立支援団体Enije代表、歌手、タレント）
  岸 卓巨 氏（Sport for Tomorrowコンソーシアム事務局プロジェクトマネージャー）

スポーツは、使い方によって国際交流や国際協力のツールにもなります。西アフリカ・
ガーナでの「運動会」開催を通して目指しているものとはをご紹介いたします。

スポーツの価値を、世界中の仲間とともに

講師： タケ 小山 氏（ゴルフ解説者・プロゴルファー）

2016年のリオデジャネイロ五輪（ブラジル）でオリンピック競技に復活するゴルフは、1900年
パリ大会、続く2004年米セントルイス大会以来になります。そのゴルフ競技の見所と2020年東
京オリンピックに向けての展望、そしてこれから克服しなければならない課題などをわかりや
すく解説します。

ゴルフの五輪競技復活とこれからの展望に関して

講師： 鷲見 全弘 氏（公益財団法人日本水泳連盟 常務理事総務委員長）

オリンピックで数多くのメダルを獲得し、名場面・名選手を生み出してきた日本のお家芸・水泳。何
故強いのか、他競技とは何が違うのか、2020東京オリンピック・パラリンピックではどう戦うのか、
その課題は何か。オリンピックにおける変遷に触れながら、水泳ニッポンを解説します。

「日本のお家芸・水泳」の2020東京オリンピック・パラリ
ンピックに向けた施策と課題

講師： 谷口 誠 氏 （日本経済新聞記者）
夏季五輪やサッカーＷ杯と並び、世界3大スポーツイベントの1つと言われるラグビーＷ
杯。2019年に日本で開催される意義や、成功のカギは何か。その成否が東京五輪・パラリン
ピックの成功にも影響を及ぼすと言われるのはなぜか。昨年のＷ杯で快挙を達成した日本
の裏話などを交えながら解説します。

ラグビーＷ杯と東京五輪2年連続での日本開催の意義

講師： 東 俊介 氏（世界ゆるスポーツ協会アンバサダー、ハンドボール元日本代表キャプテン）

年齢・性別・運動神経に関わらずだれもがプレー出来て、勝ったらうれしい、負けても楽し
い多様な楽しみ方が用意されている新たなスポーツ「ゆるスポーツ」。2015年 4月10日に
発足した世界ゆるスポーツ協会の目指す「スポーツ弱者のいない世界」とは?を詳しく解
説します。

講師： 大儀見 浩介 氏（メンタルトレーニングコーチ、㈱メンタリスタ代表取締役）

目標設定はメンタルトレーニングの心理的スキルの中でも土台の部分となります。何事もモチ
ベーションがなければ継続して続けていくことはできません。怒られた、褒められたからやる
のではなく、自ら進んでやるモチベーションを自分でコントロールする方法をお話します。

講師： 須田 健治 氏 （新座市長）

新座市では、2015年4月に市長と教育委員会で構成する総合教育会議を設置し、その中で「新
座市教育大綱」を策定し、幼児教育から生涯学習までの具体的な方針を決定しました。そこで
本日は、本市の教育において、スポーツを通してどのように豊かな心を育んでいくかを中心
としてお話をさせていただきます。

講師： 大村 奈央 氏（女性プロサーファー）
2020年のオリンピック種目候補となり、競技として少しずつ注目されるようになったサーフィン
はどのようなスポーツなのか。今までの選手生活で経験した困難や葛藤、そしてそれをどう乗り越
えてきたか。なぜ選手という道を選んでいるのか、選手である自分が成し遂げたいこと、伝えたい
ことをお話します。

講師： 勅使川原 郁恵 氏 （元ショートトラックスピードスケート選手）
中学2年でショートトラックスピードスケート全日本選手権に総合優勝し、高校1年から5
連覇を達成。長野、ソルトレイク、トリノの冬季オリンピック3大会に連続で出場し、個人・リ
レーで入賞。彼女が長く日本の中心選手として活躍できたその理由とは？選手時代の苦悩
や、出来事を通してお話します。

講師： 中村 恭平 氏（初代フットサル女子日本代表監督）

フットサル日本最高峰リーグ「Fリーグ」に所属する府中アスレティックフットボールクラ
ブの設立からトップリーグへの参入、そして日本一のタイトル獲得までの軌跡。「市民の誇り
となるクラブ」を目指して有志で設立されたクラブの取り組みとスポーツを通じた地域活
性化のモデルを考察します。

講師： 栃原 克仁 氏 （（株）アサツーディ・ケイ 東京 2020オリパラプロジェクト局）

① 2021年までの日本におけるメガスポーツ大会概要
②日本の課題解決におけるスポーツの役割について

講師： 染谷 栄一 氏（（株）アサツーディ・ケイ AMC チーフディレクター）

① 東京五輪招致活動の事例（羽田空港人文字イベントの概要）
② 招致活動事例と決定後事例（パートナー企業の事例紹介）
③ Tokyo2020カレンダーとこれからのイベント展開に関して
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－国際協力のツール
　としてのスポーツ－

小林 住彦 氏
公益財団法人東京オリンピック・
パラリンピック競技大会組織委員
会 企画制作部長 兼 アクション＆
レガシー担当部長。東京大学・工学
部建築学科卒業後、（株）電通入社。
長く国際サッカービジネスに携
わった後、現職。J2のFC岐阜のサ
ポーター。ピッツバーグ大学MBA。

栃原 克仁 氏
（株）アサツーディ・ケイ入社後、文化
スポーツ事業局に配属。JOCオ
リンピックムーブメント事業、
JOCオフィシャルパートナープ
ログラム、競技団体マーケティン
グを中心に活動。東京2020オリ
ンピック・パラリンピックプロ
ジェクト局として現在に至る。


